
拾

遺

草

愚

本
稿
は
、
拾
遺
愚
革
、
下
の
部
類
歌
の
注
釈
で
あ
る
。
底
本
は
定

家
自
筆
本
(
『
冷
泉
家
時
雨
亭
叢
書
』
)
に
拠
り
、
歌
番
号
は
、
『
藤

原
定
家
全
歌
集
』
(
冷
泉
為
臣
編
)
に
従
っ
た
。
新
編
国
家
大
観
③

E
a
n
u
 

は
、
，
上
H

の
末
に
藤
川
百
首
(
却

1
ω
)
を
入
れ
て
い
る
た
め

に
(
ほ
ぽ
〉
百
番
ず
つ
ず
れ
て
い
る
。
な
お
注
釈
中
の
「
全
歌
集
」

は
、
『
訳
注
藤
原
定
家
全
歌
集
』
の
こ
と
で
あ
る
。

略
称
は
以
下
の
如
く
で
あ
る
。

今

J

『
新
古
今
歌
人
の
研
究
』
久
保
田
淳
、
昭
和
特
(
抑
)
年
・
:
久
保

田
・
研
究

E
J
 

『
藤
原
定
家
研
究
〈
増
補
版
〉
』
安
田
章
生
、
昭
和
知
{
抑
)
年

・
:
安
田

五
U

『
定
家
の
敏
一
首
』
赤
羽
淑
、
昭
和
引
(
切
)
年
:
・
赤
羽
・
一
首

-
t

守

F

『
藤
原
定
家
(
日
本
詩
人
選
日
)
』
安
東
次
男
、
昭
和
臼
(
仰
)

年
・
・
・
安
東

令

3

r

o

『
拾
遺
愚
草
古
注
上
中
』
昭
和
見

(
m
m
)

年
、
同
副

(
M
m
)

年、

そ
の
中
の
「
拾
遺
愚
草
抄
出
聞
書
(
ひ
類
注
)
」
、
「
拾
遺
愚
草
不

審
」
(
「
上
」
)
、
「
拾
遺
愚
草
抄
出
聞
書
(
ひ
類
注
)
」
、
「
拾
遺
愚 、

春

下

類

、王ごイ

釈

歌

、

2037部

岡Ij

2026 

田

草
摘
抄
」
(
以
上
「
中
」
)
、
な
お
未
刊
国
文
古
註
釈
大
系
7
に、

「
拾
遺
愚
草
抄
出
聞
書

(
B
類
注
ご
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
順

に
〈
抄
出
聞
書

(
C
)
〉
〈
不
審
〉
〈
(
D
}
〉
〈
摘
(
抄
)
〉
〈
(
抄
出
)

聞
書
で
上
・

B
)
〉
と
略

z
J
 

『
藤
原
定
家
の
歌
風
』
赤
羽
淑
、
昭
和

ω
(兜
)
年
・
:
赤
羽

『
藤
原
定
家
研
究
』
佐
藤
恒
雄
、
平
成
日

(ω)
年
・
:
佐
藤
・
研

う
&

究
「
新
宮
擦
歌
合
〈
建
仁
元
年
三
月
〉
全
注
解
稿
一

1
五
」
(
『
大

阪
工
業
大
学
紀
要
(
人
文
社
会
編
)
』
五
三

1
五
六
巻
、
ニ
ー
一

号
、
ニ

O
O八
1
二
O
一
一
年
)
奥
野
陽
子
・
:
奥
野
注

『

t
E
U
 

拾
遺
愚
草
下

部
類
寄

2026 
<2126) 

春
春建
二 1入
首五
之年
中夏
ι左
志大
賀将
浦家
膏
合

題担
名E
所b

こ
ほ
り
と
く
は
る
の
は
つ
か
ぜ
た
ち
ぬ
ら
し
/
か
す
み
に
か



へ
る
し
が
の
う
ら
な
み

ざ
か
り
ゆ
く
し
が
の
-T
ら
な
か
」
(
冬
、
快
覚
法
師
て

と
は
反
対
の
状
況
を
歌
っ
た
所
が
狙
い
。

「
快
覚
の
歌

〔
訳
〕
氷
が
解
け
る
春
の
初
風
が
立
っ
た
ら
し
い
、
霞
に
よ
っ
て
(
岸

良
経
家
名
所
題
歌
合
(
散

の
近
く
に
)
返
っ
て
く
る
志
賀
の
浦
波
で
あ
る
よ
。

逸
)
で
の
詠
。
」

〔
類
歌
〕
③
問
拾
玉
防
「
レ
が
?
?
ケ
の
倹
よ
り
か
十
台
明
ぽ
の
に

1

i

a

『

五
V

山
吹
き
お
ろ
す
春
の
初
勘
」
(
「
水
郷
春
望
」
)
:
・

ωに
似
る

③
問
壬
二
飢
「
恥
い
L
ん
v
t
F
A
V

山
か
ぜ
吹
き

h
w
b
レ
い
は
ね
を
と
む
L
U

、

島

南

署

-
f
h
・・》

滝
の
な
る
こ
ゑ
」
(
老
若
歌
合
五
十
首
、
春
。
⑤
川
町
老
若
五
十

首
歌
合
げ
)
:
・
全
体
の
調
子
が
似
る
(
特
に
上
句
)

『，

③
叫
同
例
「
春
く
れ
ば
汀
の
恥
う
ち
と
ゆ
で
骨
ぞ
と
づ
る
レ
が
?
?

1
l

司
品

ら
か
恥
」
(
下
、
春
「
・
:
、
志
賀
浦
春
」
。
②
凶
夫
木
別
)
・
・

4
u
 
位
に
似
る

『

4

③
沼
岡
山
「
あ
づ
さ
弓
い
そ
ベ
砂
除
を
た
今
す
て
て
骨
や
か
N
L
V

春

1
1

司
&

の
雁
が
ね
」
(
下
、
春
「
霞
中
帰
雁
」
)

@
日
明
日
香
井
防
「
ご
除
h
y
b
h
v
お
き
つ
ゆ
か
勘
ふ
き
ぬ
ら
レ
み
ぎ

は
に
か

ω
か
レ
が
の

-
T
b
険
」
(
千
五
百
番
歌
合
百
首
、
春
。

2
0
 

⑤
附
千
五
百
番
歌
合
u
m
)
:
・
ωに
酷
似

司
&

④
日
岡
山
川
「
そ
ら
は
な
ほ
ゆ
き
げ
な
が
ら
の
や
ま
か
ぜ
に
ゆ
か
と
か

や
'
砂
る
レ
払
r
m
u
・T
L
V
松
」
(
春
「
湖
上
立
春
」
)

'
d

、

、

@
叩
n
延
文
百
首
∞
「
お
き
ベ
よ
り
春
た
ち
く
ら
し
み
る
ま
ま
に
霞
ぞ

『

4

ょ
す
る
宏
骨
砂
う
ら
松
」
(
春
「
霞
」
実
俊
)

④
判
永
享
百
首
凶
「
は
?
と
い
へ
ば
釣
す
る
あ
ま
の
袖
も
ま
た
霞
に

下
・
部
類
歌
の
春
歌
は
定
家

ω首
、
他
人
の
歌
2

a守
、

O
建
久
五
年
円
年
、
定
家
沼
歳
。

O
志
賀
補
〈
歌
題
)

③
問
壬
二
期
、
③
川
堀
河
町
(
「
し
【
M
-の
う
ら
」
)
、
③

m拾
遺
愚

n
y

守，

草
加
{
内
裏
百
首
)
、

M

m

(

最
勝
四
天
王
院
御
障
子
歎
)
|
|
『
歌

題
索
引
』
に
よ
る
、
以
下
閉
じ
|
|
。

〔
語
注
〕

O
春

首
.

⑤ 

O
こ
ほ
り
と
く
は
る

5
寛
平
御
時
中
宮
歌
合
5
「
氷
と
く
は
る
た
か
く
ケ
レ
み
よ
し
の
の

よ
し
の
の
た
き
の
こ
ゑ
ま
さ
る
な
り
」
(
春
)
。

O
は
つ
か
ぜ

八
代
集
で
は
、
「
検
の
初
風
」
の
み
の
用
例
で
、
+
四
例
。

O
た

ち

ぬ

ら

し

①

1
古
今
矧
「
千
鳥
な
く
さ
ほ
の
河
ぎ
り
た
ち
ぬ
ら
し

・:」。

O
し
が
の
う
ら
な
み
八
代
集
七
例
、
う
ち
後
拾
遺
二
例
、

初
出
は
同
制
(
後
述
)
、
千
載
五
例
。

O
う
ら
な
み
上
記
も
含

め
て
八
代
集
十
二
例
、
初
出
は
古
今
仰
。

マ
三
句
切
。
立
春
で
春
の
初
風
が
立
ち
、
氷
が
と
け
て
、
志
賀
の
浦

波
は
立
春
を
告
げ
る
慣
の
中
で
(
解
氷
に
よ
っ
て
)
岸
近
く
に
帰
っ

て
く
る
と
歌
っ
て
、
下
、
部
類
歌
、
春
を
開
始
す
る
。
〔
類
歌
〕
が

多
い
。

全
歌
集
「
震
が
立
つ
と
と
も
に
、
志
賀
の
浦
で
は
・
1

」
、
「
参
考
」
・

①
4
後
拾
遺
制
「
さ
よ
ふ
く
る
ま
ま
に
み
ぎ
は
や
ご
除
か
ら
ん
と
ほ

-58-



ζ

u

 

-Pω

る
志
費
hv
浦
勘
」
(
春
「
霞
」
公
冬
)
・

:ω
に
似
る

司

L

④
川
町
為
予
千
首
日
「
米
と
や
か
恥
こ
そ
あ
ら
め
早
せ
川
は
や
く
も
春

か
企
・
恥
J
U
け
る
か
な
」
(
春
「
早
春
河
」
)

こ
ま
な
れ

t
J
 

①
1
古
今
例
「
い
と
は
る
る
わ
が
身
は
は
る
の
こ
ま
な

O
ち
よ
の
た
め
し

れ
や
:
・
」
。

八
代
集
三
例
。

@
 

建
仁
元
年
正
月
七
日
院
に
年
始
寄
講
/
ぜ
ら
れ
侍
し
日
・
@

O
ち
よ
の
た

①
3
拾
遺
お
「
・
:
千
世
の
た
め
し
に
な
に
守
砂
が
ま
し
」

(
た
だ
み
ね
)
。
③
附
六
条
修
理
大
夫
限
「
君
が
代
を
ね
の
び
の
ま

っ
と
ゆ
計
よ
り
は
千
代
の
た
め
し
に
山
V

・
P
-
V
と
ぞ
思
ふ
」
(
百
首
和

歌
、
春
「
子
日
」
)
。
@
ω
長
秋
詠
藻
制
「
春
日
野
の
ゆ
h
F

の
子
日

の
松
を
こ
そ
千
世
の
た
め
し
に
併
や
ベ
か
.
り
け
れ
」
(
正
月
「
子
目
、

小
松
原
」
。
⑤
別
文
治
六
年
女
御
入
内
和
歌
凶
)
。

マ
四
句
切
、
下
句
倒
置
。
毎
年
の
鴨
の
羽
色
の
馬
だ
が
、
千
代
の
例

め
し
に

初
春
祝

守，ω
春
ご
と
の
か
も
の
は
い
ろ
の
こ
ま
な
れ
ど
/
け
ふ
を
ぞ
ひ
か

2
ん
@
む
ち
ょ
の
た
め
し
に

〔
訳
〕
春
毎
の
鴨
の
羽
色
の
馬
で
は
あ
る
が
、
今
日
ぞ
ひ
こ
う
、
千

代
の
例
と
し
て
。

と
し
て
今
日
曳
こ
う
と
歌
う
祝
賀
詠
。

B
m
「
初
春
祝
鴨
の
は
色
と
は
白
馬
の
事
也
駒
な
れ
と
L

は
年
と
の

こ
と
な
れ
と
も
今
日
を
そ
千
世
の
た
め
し
に
は

FS
ナ
シ
ド
D
】

也

τ-

ひ
く
へ
き
の
心
也
一

cι
三
水
鳥
の
:
・
馬
は
陽
の
献
な
り
。
正

a『f
T
】

え

官

V

月
七
日
、
禁
中
に
て
御
覧
す
る
也
。
白
馬
の
節
会
と
い
へ
り
。
白
馬

と
か
き
で
あ
を
馬
と
よ
む
也
。
年
ご
と
の
事
な
れ
ど
、
け
ふ
を

ち

ょ

由

周

回

作

t
v
?
"】

千
世
の
た
め
し
に
ひ
か
ん
と
、
祝
言
也
。
」
・
D
m
m
不
審
晴
「
:
・
か

ー

蟻

も
:
・
如
何
。
/
※
白
馬
ヲ
パ
ア
ヲ
馬
ト
イ
ヘ
リ
。
正
月
七
日
ノ
歌
ナ

〔
語
注
〕

O
建
仁
元
年
却
年
、
定
家
判
歳
。

守，

他
、
③
月
滑
川
刊
の
み
。

O
春
ご
と
の
⑤
附
千
五
百
番
歌
合
%

「
は
る
ご
と
の
子
日
の
ま
つ
の
か
上
は
み
な
我
が
君
が
代
h
v
b
h
りレ

O
初
春
杭
(
題
)

な
り
け
り
」

O
か
も
の
は
、

(
春
一
、

釈
阿
)
。

共
に

八
代
集
に
な
い
。
②
4
古
今
六
帖
卸
「
水
鳥
の
か
も
の
は
い
ろ
。

育

局

四

万

-

R

-

・

》

と

い

ゐ

τ-

あ
を
き
馬
を
け
ふ
く
る
人
は
か
ぎ
り
な
し
て
ふ
」
(
第
一
「
あ
を

。o
a斗
『

，

、

む
ま
」
や
か
も
ち
。
万
葉
引
m
W
)

。
②
4
問
“
刊
「
水
鳥
の
か
も
の
は

組
『

a

U

T

-

-

Z
J

，
 

•. 

い
ろ
か
は
か
や
ま
の
・
:
」
(
さ
か
の
女
郎
イ
。
万
葉
佑
桁
)
。
③

m

司

4

・

壬
二
加
「
な
に
は
江
の
か
も
の
は
色
に
立
ち
か
へ
て
:
・
」
。
@
担
正

治
後
度
百
首
鵬
「
も
も
し
き
や
か
も
の
は
色
砂
青
き
却
が
を
い
つ
し

か
み
よ
と
ひ
き
ぞ
つ
ら
ぬ
る
」

は
い
ろ

レ
パ
、
白
馬
節
会
ノ
心
也
。
」
0
0
8
U
T
 

全
歌
集
「
参
考
」
・
万
葉
引
m
W
(
②
4
古
叩
)
〔
私
注

l
前
述
(
〔
語

必
『

a斗

注
〕
)
〕
、
「
以
下
二

O
二
九
ま
で
三
首
は
、
後
鳥
羽
院
御
所
年
始
歌

(
ざ
ふ

「
く
じ
」

。

宮
内
卿
)
。
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会
の
詠
。
:
・
正
月
七
日
、
天
皇
が
左
右
馬
寮
の
引
く
白
馬
(
怜
蜘
)

み
る
」
(
日
吉
百
首
和
歌
、
無
常
五
首
)
。

O
を

か

ベ

八

代

集

四
例
。

O
き
ゐ
る
八
代
集
三
例
。

O
末
句
印
後
出
。
①
l

司
品

古
今
5

「
梅
が
え

p
f
b
L
Y
T
や
沙
や
ゆ
か
か
け
て
・
:
」
(
よ
み
人

を
見
る
白
馬
節
会
を
歌
う
。
白
馬
(
青
馬
)
は
実
際
は
灰
色
の
馬
か

と
い
う
。
青
は
春
の
色
、
馬
は
陽
の
献
な
の
で
、
青
陽
の
春
に
ち
な

む
白
馬
を
見
て
年
中
の
邪
気
を
避
け
よ
う
と
し
た
。
」
安
田
問
、

問
頁
「
『
万
葉
集
』
の
影
響
を
受
け
て
い
る
と
思
わ
れ
る
作
」
・
「
(
参

o
o
a噌

考
歌
)
」
・
万
葉
引
M

W

(

②
4
古
河
)

a-ya崎

、

，

、

‘

、

〔
参
考
〕
③
川
教
長
引
「
は
る
ご
と
に
さ
か
ゆ
る
の
ベ
の
こ
ま
つ
ば

ら
か
上
九
v
b
砂
レ

U
む
ペ
も
山
V
Fけ
り
」
(
春
)

〔
類
歌
〕
@
引
正
治
初
度
百
首
別
「
あ
さ
み
ど
り
春
の
し
る
し
に
か

十
物
は
か
な
砂
恰
舎
内
U

駒
山
ぞ
有
り
け
る
」
(
春
、
通
親
)

じ
ら
ず
)
。

ま
つ
の
葉
も
は
る
は
わ
け
と
や
ゆ
ふ
づ
く
日
/
さ
す
や
を
か
ベ

松
間
鷺

〔
本
歌
〕
①
1
古
今
柳
「
ゆ
7
h
V
A
Y

や
夜
h
c
や
や
T
-
V
4
N
の
松
mw
仕
の

ι
b
-
m
-

い
っ
と
も
わ
か
ぬ
こ
ひ
も
す
る
か
な
」
(
恋
一
、
読
人
し
ら
ず
。

「
本
敵
」
(
全
歌
集
)
。
②
4
古
今
六
帖
筋
。
③

4
猿
丸
加
。

⑤
抑
締
語
抄
凶
。
⑤
抑
近
代
秀
歌

η)

マ
詠
歌
大
概
で
言
う
如
く
、
恋
の
本
歌
で
四
季
(
春
)
歌
を
詠
む
。

本
歌
を
ふ
ま
え
て
、
い
っ
と
も
分
か
ぬ
(
恋
を
し
て
い
る
)
と
い
う

松
の
葉
も
、
審
は
そ
れ
に
よ
っ
て
区
別
せ
よ
と
い
う
こ
と
で
か
、
タ

月
の
暮
方
の
日
が
さ
し
て
い
る
岡
辺
に
鴛
が
来
て
い
る
と
歌
う
。
本

歌
の
古
今
歌
ゆ
え
か
、
〔
類
歌
〕
が
多
い
。

-:60-
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司
A
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ヴ畠

に
き
ゐ
る
う
ぐ
ひ
す

〔
訳
〕
訟
の
葉
も
春
は
分
け
よ
と
い
う
こ
と
で
か
、
タ
付
日
が
差
す

よ
、
岡
辺
に
来
て
止
ま
っ
て
い
る
鴛
で
あ
る
よ
。

司

L

A
U
 

〔
語
注
〕

O
松
間
鷺
(
題
)
他
は
③
日
月
清
仰
の
み
。

O
ま
つ

ro 

の
葉
八
代
集
七
例
。

O
初
旬
似
後
出
。

O
わ
け
動
調
、

司
&

命
令
形
。

O
ゆ
ふ
づ
く
日
八
代
集
二
例
、
初
出
は
金
業

m。
「
言

ふ
(
ゆ
ふ
)
」
掛
詞
か
。

O
さ
す
や
を
か
ベ
③
印
拾
玉
術
「
あ

さ
う
ぐ
ザ
さ
す
や
を
か
ベ
の
草
か
ゆ
に
す
が
れ
る
露
を
よ
そ
に
や
は

;
・
"
'

〔
参
考
〕
②
4
古
今
六
帖

m
「ゆ
hu
う
や
か
h
r
や
や
が
』
-
P
A
e
h
k
q
ぐ

る
や
の
か
た
ち
を
よ
し
み
し
か
ぞ
よ
り
や
る
」
(
第
一
「
て
る

9

1

 

ひ
」
。
②
4
岡
山
。
⑤
以
一
締
語
抄
日
)

〔
類
歌
〕
①
日
続
古
今

m
m
「ゆ
h
F

う
や
向
v
h
t
や
や
守
か
め
の
こ
が

ら
し
に

-r
ヴ
を
の
こ
し
て
ち
る
も
み
ぢ
か
な
」
(
冬
「
:
¥
夕

落
葉
と
・
:
」
師
継
)

①
日
続
千
載
州
仰
「
朝
臥
H

影
h
t
や
や
守
h
r
A
刊
の
松
mu
雪
も
き
え
あ
へ



ぬ
ま
に
春
は
来
に
け
り
」
(
雑
上
、
読
人
し
ら
ず
)

③
問
拾
玉
卿
「
み
か
さ
や
ま
h
c
や
や
す
そ
の
の
ゆ
'
b
A
J
や
沙
ゆ
か
の

1

i

A

噌

わ
ら
び
を
を
り
え
て
ぞ
く
る
」

③
問
壬
ニ
川
「
あ
さ
A
J
-
や
mH
・P
-干
や
冊
ぬ
と
名
の
み
し
て
霞
め
る
松

;

・

に
春
雨
ぞ
ふ
る
」
(
下
、
春
「
朝
春
雨
」
)

④
日
明
日
香
井
問
「
い
ろ
か
へ
ぬ
い
ろ
こ
そ
か
は
れ
ゆ
ふ
づ
く
ひ
か
』

わ
や
か
z
h
r
A

の

-r
ヴ
砂
む
ら
だ
ち
」
(
後
鳥
羽
院
第
二
度
百
首
、

雑
「
暮
」
。
④
立
正
治
後
度
百
首
術
)

@
日
隆
信
仰
「
秋
の
色
を
い
つ
し
か
み
す
る
ゆ
h
F
A
Y

や
よ
訟
や
や
が
-

，f
o

o

 

か
ペ
の
松
風
の
こ
ゑ
」
(
秋
上
。
⑤
似
千
五
百
番
歌
合
仰
)

④
児
文
保
百
首
別
「
涼
し
さ
は
い
っ
と
も
わ
か
ず
少
附
仔
合
や
や
降

司
&

ベ
の
松
の
し
た
か
ぜ
」
(
夏
、
為
定
)

，F
O

O

 

⑤
似
千
五
百
番
歌
合
的
「
さ
び
し
さ
を
い
か
に
と
は
ま
し
ゅ
ふ
づ
く

内

v
ι
r
や
や
-
r
-
P
A
の
松
山
り
ゆ
き
を
れ
」
(
冬
三
、
公
経
)

⑤
川
和
歌
口
伝
附
「
き
え
ぬ
ま
は
者
と
も
か
か
ず
少
φ
や
山
H
h
d
-
T
や

0
0

・

を
か
ペ
の
松
か
し
ら
雪
」
{
隆
博
)
・

:ω
に
近
い

司

4

⑤
仰
向
附
「
春
の
た
つ
あ
と
を
も
か
が
ず
ゆ
h
F
A
ー
や
作
合
や
や
冊
ぬ

b
の
こ
る
白
雪
」
(
御
製
)

さ
は
つ
み
て
同

〔
訳
〕
霞
が
立
ち
春
が
来
て
、
木
の
芽
が
張
り
、
春
雨
は
昨
日
ま
で

降
っ
て
、
布
留
野
の
若
葉
を
今
朝
は
必
ず
摘
む
こ
と
に
し
よ
う
。

、F

勾

3

l

l

n

u

F

F

，

〔
語
注
〕

O
朝
若
葉
(
題
}
③
印
月
滑
別
、
③
山
拾
玉
打
、
③
山

1

・
』

1
1

勾

3

1

ζ
u
 

壬
二
側
、
③

m拾
遺
愚
草
川
(
内
大
臣
家
百
首
)
。

O
慣
た
ちnv 

八
代
集
十
例
。

O
こ
の
め

O
第
二
句

ω後
司
&

出

。

④

初

期

八
代
集
八
例
。

「
春
・
張
る
」
僻
詞
。

何
百
首
、
春
に
、
題
と
し
て
、
附

i
m
(
凶
首
)
あ
る
。

ε
J
t
o
 

①
2
後
撰
伺
判
「
昨

H
ま
で
ち
ょ
と
ち
ぎ
り
し
君
を
わ
が

O
ふ
る
の

O
は
る

O
は
る
さ
め

0
・きの

ふ
ま
で

八
代
集
凹
例
。
「
ふ
る
」
掛
詞
(
布

留
、
降
る
・
「
「
春
雨
」
の
縁
結
」
(
全
歌
集
)
)
。

O
て
強
意
。

〔
本
歌
〕
①
l
古
今
9

「
債
た
ち
こ
れ
V

砂
も
ゆ
か
の
雪
hm
ル
ぱ
花
な

:
・
」
(
右
大
臣
)
。

-61-

き
さ
と
も
花
ぞ
ち
り
け
る
」
(
春
上
「
ゆ
き
の
ふ
り
け
る
を
よ

め
る
」
き
の
つ
ら
ゆ
き
。
「
本
歌
」
(
全
歌
集
)
。
②
4
古
今
六

帖
円
)

マ
本
歌
を
ふ
ま
え
て
、
雪
が
降
っ
て
花
な
き
里
も
花
が
散
っ
て
い
た

よ
う
な
布
留
野
に
も
、
春
が
来
て
霞
が
立
ち
、
木
芽
が
張
り
、
春
雨

朝
若
菜

が
昨
日
ま
で
降
っ
て
い
た
布
留
野
の
若
菜
を
今
朝
は
摘
も
う
と
歌

う
。
①
日
新
後
撰

m、
春
上
「
朝
若
葉
を
」
前
中
納
言
定
家
、
末
句

「
・
:
て
ん
」
。

3

、

、

、

、

〔
参
考
〕
③
印
山
家
却
「
春
雨
の
ふ
る
の
の
わ
か
な
お
ひ
ぬ
ら
し
ぬ

2029 

霞
た
ち
こ
の
め
は
る
さ
め
き
の
ふ
ま
で
/
ふ
る
の
与
わ
か
な
け



、

、

血

'

い

2
同
-

れ
ぬ
れ
つ
ま
ん
か
た
み
た
ぬ
き
れ
」

邸
西
行
法
師
円
)

、
.
，
，
、
，
、

〔
類
敵
〕
③
問
月
滑
鰍
『
の
も
や
ま
も
お
な
じ
み
ど
り
に
そ
め
て
け

り
が
や
恥
よ
り
L
V
L
V

ひ
か
砂
ゆ
か
か
』
砂
」
(
千
五
百
番
歌
合
、

春
。
①
日
続
千
載

ω。
⑤
附
千
五
百
番
歎
合
間
)

③
沼
壬
二
仰
「
仲
骨
骨
で
松
郷
ち
か
く
三
芳
野
の
山
も
は
る
か
に
骨

1

1

司

&
む
は
る
か
な
」
(
下
、
春
「
霞
歌
・
:
」
。
①
日
新
後
撰

4
。

@

M
洞
院
摂
政
家
百
首
解
加
)

ー

、

、

、

、

、

、

、

、

、

、

@
日
後
鳥
羽
院
九
州
「
霞
み
た
ち
こ
の
め
は
る
雨
ふ
る
さ
と
の
吉
野
の

花
も
い
ま
や
さ
く
ら
む
」
(
外
宮
御
百
首
、
春
。
①
叩
続
古
今

日
。
②
目
方
代
間
)

、

④
同
同
制
「
し
ろ
た
へ
の
衣
は
か
静
か
き
く
も
り
ふ
か
の
の
わ
か
な

、
，
V

A
千
-

い
ま
や
っ
む
ら
ん
」
(
千
五
百
番
御
歌
合
、
春
。
⑤
附
千
五
百

(
春
「
雨
中
若
菜
」
。
③

り
と
し
て
乱
れ
て
行
く
こ
と
よ
。

n
y
 

〔
語
注
〕

O
承
久
元
年
引
年
、
定
家
路
歳
。

他
は
③
直
壬
二
側
、
⑦
“
出
観
(
覚
性
)
却
の
み
。

1
1

司，
b

野

、

①

l
古
今
川
「
か
す
が
の
の
と
ぷ
ひ
の
の
も
り
い
で
て
見
よ

・
:
」
(
よ
み
人
し
ら
ず
)
。
@
刀
建
保
名
所
百
首
“
「
梅
の
花
そ
れ

か
と
ば
か
り
春
日
の
の
骨
を
分
け
て
春
骨
子
ふ
や
」
(
春
「
春
日

O
野
径
霞
(
題
)

O
か
す
が

番
歌
合
引
)

⑤
附
千
五
百
番
歌
合
加
「
も
え
い
づ
る
ご
の
砂
仕
か
h
c
h
w
け
ふ
も
な

ほ
L
F
L
V

砂
砂
普
・
な
ま
だ
は
つ
か
な
り
」
(
春
二
、

野

」

)

。

八

代

集

二

例

・

古

今

お

(

本

歌

て

千

。。

載

9
0

「
漢
語
「
霞
衣
」
に
当
る
。
」
(
新
大
系
・
古
今

n
y
m後

出。

O
し
の
ぶ
も
ぢ
ず
り
八
代
集
五
例
、
古
今
別
(
本
歌
)
の

他
す
べ
て
千
載
集
。

O
ゆ
く
時
空
の
う
ち
時
か
。

〔
本
歌
〕
①
l
古
今
お
「
は
る
の
き
る
か
や
恥
か
安
ぬ
き
を
う
す
み

山
凶
恥
岡
山
い
こ
そ
恥
か
L
V
べ
ら
な
れ
」
(
春
上
、
在
原
行
平
。
「
本

歌
」
(
全
歌
集
)
。
②
3
新
撰
和
歌

η
。
②
4
古
今
六
帖
仰
)

①
1
古
今
別
「
み
ち
の
く
の
レ
砂
必
な
妙
子
か
た
れ
ゆ
ゑ
に
恥
か
ル

モ

酌

に

L
A伊
-

む
と
恩
ふ
我
な
ら
な
く
に
」
(
恋
四
、
河
原
左
大
臣
。
「
本
歌
」

(
全
歌
集
)
。
⑤
仙
伊
勢
物
語

2
)

マ
第
一
、
ニ
句
が
や
の
頭
鎖
。
二
つ
の
本
歌
に
よ
っ
て
、
春
日
野
の
、

春
の
着
て
い
る
緯
の
薄
い
震
の
衣
は
、
山
風
に
よ
っ
て
、
陸
奥
の
信

O
か
す
み
の
衣

具
親
)

@

写

ヱ

承
久
元
年
七
月
内
裏
寄
ム
ロ
十
首
之
内
/
野
怪
霞

か
す
が
野
、
か
す
み
の
衣
山
か
ぜ
に
/
し
の
ぶ
も
ぢ
ず
り
み
だ

2030 
れ
て
ぞ
ゆ
く

夫
文
字
摺
の
よ
う
に
、
あ
な
た
の
せ
い
で
我
が
恋
心
が
乱
れ
る
如
く

乱
れ
て
行
く
と
歌
う
。
①
内
新
拾
遺
引
、
春
上
「
承
久
元
年
内
裏
十

首
歌
合
に
、
野
径
霞
」
前
中
納
言
定
家
。
②
同
夫
木
山
問
、
春
二
、
霞

〔
訳
〕
春
日
野
の
霞
の
衣
は
山
風
に
(
吹
か
れ
て
て
信
夫
文
字
情
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「
承
久
元
年
十
首
歌
、
野
径
霞
」
同
〔
目
前
中
納
言
定
家
卿
〕
。
⑤

川
内
裏
百
番
歌
合
〈
承
久
元
年
〉

3
、
承
久
元
年
七
月
廿
七
日
、
野

径
慢
、
二
番
、
左
勝
、
定
家
卿
、
「
左
、
か
す
が
の
の
慣
の
こ
ろ
も
、

K
け
f

主向・@、

kvゆ

正
治
二
年
九
月
院
初
度
寄
館
料
相
草
計
一
柑

加
う
ち
な
び
き
は
る
の
み
そ
ら
も
み
ど
り
に
て
/
か
ぜ
に
し
ら
る

、
野
漫
の
わ
か
く
さ

す
が
た
こ
と
ば
え
ん
に
、
殊
に
よ
ろ
し
く
き
こ
ゆ
、
以
左
為
勝
」
。

⑥
日
雲
葉

M
、
春
上
「
承
久
元
年
内
裏
十
首
歌
合
に
、
野
径
慣
」
前

〔
訳
〕
(
う
ち
)
廊
い
て
春
の
空
も
緑
で
あ
っ
て
、
風
に
よ
っ
て
存

中
納
言
定
家
。

六
家
抄
別
『
ゅ
う
/
¥
と
し
た
る
慣
が
風
に
み
だ
れ
た
る
心
也
。
右
、

し
の
ぶ
の
み
だ
れ
と
春
の
き
る
か
す
み
の
衣
と
ニ
首
取
て
よ
め
り
。
」

全
歌
集
「
参
考
」
・
⑤
制
伊
勢
物
館
l

「
が
わ
が
野
砂
若
紫
の
す
り

衣
し
の
ぶ
の
み
だ
れ
限
り
知
ら
れ
ず
」
(
第
一
段
、
男
)

〔
参
考
〕
②

4
古
今
六
帖
“
「
鷺
の
は
か
ぜ
を
さ
む
み
春
骨
野

、
、
、
は
高
嶋
-

の

霞

の

衣

い

ま

や

た

つ

ら

ん

」

「

か

す

み

」

。

①

叩

在
が
知
ら
れ
る
野
辺
の
若
草
で
あ
る
よ
。

nυ 

〔
語
注
〕

O
E
治
二
年
初
年
、
定
家
"
歳
。

天
延
三
年
三
月
十
日

O
若
草
〈
題
)

歌
合
「
七
五

一
条
中
納
言
為
光
歌
合
」
、

「
一
占
ハ
一

(
第
一

{
天
喜
四
年
間
三
月
〕
六
条
斎
院
楳
子
内
親
王
歌
合
」

.
⑤
冗
六
条
斎
院
歌
合
口
、
口
、
⑤
市
六
百
番
歌
合
・
春
(
幻

i
M刊)。

h
u
'
a
 

O
う
ち
な
び
き
八
代
集
八
例
。
例
、
例
後
出
。
「
慣
が
」
か
、

司

A

『

4

ま
た
「
若
草
が
」
廊
い
て
い
る
の
か
。
「
「
春
」
の
枕
詞
。
」
(
全
歌

、

集
)
。
①
l
古
今
別
「
を
み
な
へ
し
秋
の
の
風
に
う
ち
な
び
き
心
ひ

と
つ
を
た
れ
に
よ
す
ら
む
」
(
秋
上
、
左
の
お
ほ
い
ま
う
ち
ぎ
み
)
。

@
M洞
院
摂
政
家
百
首
mn

「
岡
の
ぬ

m
り
っ
ぱ
な
も
白
く
打
ち
な
び
き

4
4
 

風
さ
へ
春
を
お
く
り
が
ほ
な
る
」
(
春
、
暮
春
、
行
能
)
。

O
は

白ヲ

t
u

る
の
み
そ
ら
八
代
集
一
例
・
①
7
千
載

n
n
「
:
・
は
る
の
み
そ
ら

も
み
ど
り
な
る
ら
ん
」
(
丹
後
)
。
他
「
春
の
空
」
八
代
集
二
例
、

初
出
は
金
葉
制
。
「
春
の
か
空
」
か
。

O
か
ぜ
に
し
ら
る
①
3

拾
遺
“
「
・
:
ち
り
の
こ
れ
り
と
風
に
し
ら
る
な
」
(
小
弐
命
婦
)
。

自
発
か
可
能
か
。

続
後
撰
げ
)

-

}

吋

，

血

、

③
附
散
木
お
「
宮
木
野
の
し
づ
く
に
か
へ
る
か
り
衣
忍
ぶ
な
め
J

ず
り
み
だ
ル
し
ぬ
ら
し
」
(
雑
上
)

n
y

、

、

.. 

、

.

.

.

.
 

〔
類
歌
〕
②
凶
夫
木
日
「
か
ず
が
の
の
し
の
ぶ
も
ぢ
ず
り
あ
き

a『

萩
の
花
の
み
た
ル
も
か
ぎ
り
し
ら
れ
ず
」

(
秋
二
、
萩
、
為

家

①

M
洞
院
摂
政
家
百
首
鮒
「
道
の
辺
の
山
山
は
レ
砂
必
の
す
り
女

か
さ
な
る
雪
も
恥
貯
和
で
子
仔
や
」
(
雪
、

四
条
坊
門
)

O
る
、

O
わ
か
く
さ

八
代
集
六
例
。
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マ
廓
い
て
い
て
、
春
の
空
も
若
草
同
様
緑
で
あ
っ
て
、
野
辺
の
若
草

は
風
に
よ
っ
て
あ
り
か
が
ほ
の
か
に
知
ら
れ
る
と
歌
う
。
風
に
知
ら

れ
る
の
は
、
(
草
の
)
生
長
の
度
合
か
。
⑤
削
仙
洞
十
人
歌
合
加
]

正
治
二
年
九
月
十
二
日
、
「
若
草
」
、
十
番
、
右
、
定
家
朝
臣
、
「
右

も
か
ら
ね
ど
、
左
の
、
む
ら
む
ら
:
・
」
・
「
幻
宮
で
は
女
房
(
後
鳥

こ
き
砂
ペ
れ
り
わ
か
や
合
」
(
春
、

⑤
別
百
首
歌
合
〈
建
長
八
年
〉
創
「
あ
を
や
ぎ
の
は
山
の
霞
少

今

3

L
V
な
び
か
』
を
な
か
必
か
J
P春
勘
ぞ
吹
く
」
(
伊
嗣
)

⑤
斜
南
朝
五
百
番
歌
合
判
ア
ナ
今
か
が
あ
』
普
の
し
げ
み
を
吹
く

内
，
b

風
h
h

露
も
た
ま
ら
ぬ
夕
立
砂
金
」
(
夏
四
、
具
氏
)
:
・
こ
と

為
実
)

羽
院
)
と
合
さ
れ
て
負
け
た
。
」
(
全
歌
集
)
-

a

R

Z

 

C
紛
「
「
打
な
び
き
」
と
は
、
世
界
の
春
に
乗
じ
た
る
事
な
り
。
も

幽

τ

、7
w
v
b
・
T
乙

U

E

R

-

-

ぉ
ot--

え
い
で
し
草
も
、
ゃ
う

f
k風
に
し
ら
る
〉
程
に
生
の
び
た
る
体

ュ

.

?

w

.

2

-

a

両
信

w
b拘
H
.
ゐ
内

τ
7
-

也
。
君
子
徳
風
口
小
人
徳
草
也
。
草
に
風
を
加
即
の
ベ
ふ
す
と
云
事

-a
『

旦

そ

ら

す

-
V
L
v
t
-

曹

司

ユ

也

再

三

・

ha-

よ
り
い
へ
り
。
「
み
空
」
は
、
た
ゾ
そ
ら
の
事
ま
で
な
り
。
」
、
「
一

春
の
気
運
に
う
ち
ま
か
せ
て
。
/
二
「
君
子
之
:
・
必
値
(
論
語

・
顔
湖
=
乙
」
。
」
・

D
"

{
類
歌
〕
①
同
新
千
載
幻
「
冬
が
れ
の
し
の
の
を
す
す
き
打
か

か
が
か
』
か
か
な
つ
む
野
に
春
厭
ぞ
吹
く
」
(
春
上
、
為
家
)

③
M
M
拾
遺
愚
草
員
外

M

「
え
の
み
な
み
か
か
葉
の
普
も
か
必
か

司

L

h
w

で
春
内
り
か
げ
な
る
神
無
月
か
な
」
(
詠
四
十
七
首
和
歌
、

。。

冬
。
②
凶
夫
木
位
)，。

④
お
宝
治
百
首
朔
「
お
し
な
べ
て
お
な
じ
緑
の
春
砂
色
に
を
も

ひ
と
つ
の
野
ぬ
砂
若
筆
」
(
春
「
若
草
」
但
馬
)

E
J

、

④
苅
文
保
百
首
却
「
春
雨
は
空
の
み
ど
り
の
雫
と
や
ふ
れ
ば
色

司
，
白

ぱ

2032 
だ
ゆ
き
も
け
な
く

雪
間
若
莱
と
い
ふ
こ
と
を

い
つ
し
か
と
、
ぷ
ひ
の
わ
か
な
う
ち
む
れ
て
/
つ
め
ど
も
い
ま

〔
訳
〕
早
く
も
飛
火
(
野
)
の
若
葉
に
(
う
ち
)
群
れ
て
、
摘
む
け

れ
ど
も
ま
だ
雪
も
消
え
て
い
な
い
の
に
:
・
。

四 64-

〔
語
注
〕

O
雪
間
若
葉
(
題
)

①
1
古
今
問
「
・
:
い
つ
し
か
と
の
み
ま
ち
わ
た
る
べ
き
」
(
み
ぷ

の
た
だ
み
ね
)
。

O
、
ぶ
ひ
地
名
・
歌
枕
。
普
通
名
問
共
に
八

代
集
六
例
。
『
「
問
ふ
」
を
掛
け
る
か
。
」
(
全
歌
集
)
。

O
う
ち
む

れ
八
代
集
七
例
。

O
う
ち
む
れ
て
①
1
古
今
凶
「
お
も
ふ
ど

ち
春
の
山
辺
に
う
ち
む
れ
て
:
・
」
(
そ
せ
い
て

O
い

ま

だ

こ

Z
O
守
，

れ
の
み
八
代
集
十
三
例
。

O
ゆ
き
も
け
①
2
後
撰
初
却
「
し
ら

が
し
の
雪
も
き
え
に
し
葦
引
の
:
・
」
(
教
忠
)
。

O
な
く

「
消
え
な
い
こ
と
だ
。
」
(
全
歌
集
)
。

こ
の
歌
の
み
。

O
い
つ
し
か
と

ク
語

法

O
け
な
く
に



〔
本
歌
〕
①
1
古
今
問
「
か
す
が
の
の
と
ぶ
ひ
砂
の
も
り
い
で
て
見

よ
今
い
く
か
あ
り
で
か
か
か
ヴ
ル
'
て
む
」
(
春
上
、
よ
み
人
し
ら

①
却
同
蜘
「
た
れ
し
か
も
ゆ
き
て
ヴ
廿
ら
ん
か
す
が
の
の
台
公
ザ
砂

-p
・p
-
r
雪
な
ゆ
か
や
h
h
」
(
春
「
若
菜
」
賢
俊
)

ず
。
「
本
歌
」
(
全
歌
集
)
)

@
 

老
後
閑
居
つ
れ
P
1
1
の
あ
ま
り
.
と
ぶ
ら
ひ
/
ま
う
で
き
た

@
 

る
人
/
¥
の
寄
よ
み
侍
し
に
/
初
聞
鷺

マ
本
歌
を
ふ
ま
え
て
、
早
く
も
春
日
野
の
飛
火
野
の
、
出
て
見
て
、

も
う
あ
と
何
回
し
た
ら
若
菜
が
摘
め
る
の
か
聞
い
た
野
守
の
い
る
野

2033 

き
ゐ
る
つ
ぐ
ひ
す

あ
ら
た
ま
の
と
し
の
は
づ
こ
ゑ
う
ち
は
ぶ
き
/
あ
さ
け
の
そ
ら

の
若
菜
に
群
が
っ
て
摘
も
う
と
す
る
が
、
ま
だ
雪
も
消
え
て
い
な
い

の
に
・
:
と
詠
ず
。
閉
じ
定
家
に
、
共
に
円
熟
期
の
、
③

m拾
遺
愚
草

鮒
「
春
の
色
を
と
ぶ
ひ
砂
野
守
尋
ぬ
れ
ぽ
1
一
葉
の
着
禁
雪
-V
・P
-え
あ

ζ

u

'

'

n

υ

‘
 

へ
明
」
(
正
治
・
:
、
春
。
④
引
正
治
初
度
百
首
却
)
、
③
印
同
刀
「
若

-r
ヴ
廿
宮
こ
の
の
ペ
に
・
ア
砂
か
か
で
花
か
と
ぞ
み
る
峰
の
白
骨
」
(
仁

和
寺
宮
五
十
首
、
(
春
)
。
④
制
御
室
五
十
首
別
)
が
あ
る
。

〔
類
歌
〕
①
M
玉
葉
7
「
い
ヴ
レ
か
も
か
す
み
に
け
ら
し
み
よ
し
の

や
官
貯
ふ
る
年
の
雪
か
ゆ
か
れ
、
h
N

」
(
春
上
「
早
春
の
心
を
」

〔
訳
〕
(
新
)
年
の
初
声
を
上
げ
、
羽
ば
た
き
を
し
、
朝
明
け
の
空

に
や
っ
て
き
た
鷺
で
あ
る
こ
と
よ
。

〔垣間注〕

O
老
後
閑
居

「
あ
る
い
は
、
承
久
の
乱
後
、
安
貞
元
年

(
一
二
二
七
)
十
月
二
十
二
日
、
民
部
卿
を
辞
し
た
後
に
し
ば
し
ば

行
っ
た
月
次
歌
会
で
の
詠
か
。
」
(
全
歌
集
)
。

O
初
聞
鷺
(
題
)

①

5
金
葉
二
日
(
「
は
じ
め
て
う
ぐ
ひ
す
を
き
く
と
・
:
」
)
、
⑥
l

金
業
初
凶
(
「
同
」
)
、
②
叩
続
調
花
時
(
「
は
じ
め
て
鷺
を
き
く
」
)
、

③
川
教
長
制

1
抑
(
「
始
聞
鴛
と
・
:
」
)
。

O
あ
ら
た
ま
の
「
年
』

の
枕
調
。

O
あ
ら
た
ま
の
と
し
①
l
古
今

m
「
あ
ら
た
ま
の
年句、d

mw
を
は
り
に
な
る
ご
と
に
・
:
」
(
在
原
も
と
か
た
て
①

2
後
摸
却

a
件

、
却
「
ま
つ
人
は
き
ぬ
と
き
け
ど
も
あ
ら
た
ま
の
と
し
の
み
こ
ゆ
る
あ

ふ
さ
か
の
せ
き
」
(
雑
四
「
し
は
す
・
:
」
よ
み
人
し
ら
ず
)
。
①
5

金
業
二

7

「
あ
ら
た
ま
の
と
し
か
は
じ
め
に
ふ
り
し
け
ば
は
ヴ
ゆ
き

る

ら

ん

Ad---

と
こ
そ
い
ふ
ベ
か
り
け
れ
」
(
春
「
む
月
の
・
:
」
顕
季
。
①

y
金
葉

前
関
白
太
政
大
臣
)

③

m壬
ニ
加
ア
ア
ム
ゲ
九
ザ
ル
で
か
か
か
摘
む
の
の
花
が
た
み
木
の
め
も

春
の
雪
引
が
ま
ら
M
M
両
日
(
為
家
卿
家
百
首
、
春
。
①
日
続
古
今

幻
)

@
n草
庵
M
A

「K
V
L
v
h
u
ル
で
か
か
か
ウ
恥
に
と
こ
し
も
の
を
安
か
骨

ふ
か
し
荻
の
や
け
原
」
(
春
「
雪
中
若
葉
」
)

④
mn
延
文
百
首
加
「
い
ヴ
レ
-
p
b
A
J
か
に
き
つ
れ
ど
野
ベ
は

-rか
雪

ま
す
く
な
き
-p
・p
・
か
な
り
け
り
」
{
公
蔭
)
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三
7
)
。
④
日
明
日
香
井
ぉ
「
あ
ら
た
ま
の
と
し
砂
を
な
が
く
ケ
か

守
，

は
へ
て
た
え
ず
も
な
び
く
春
の
あ
を
や
ぎ
」
(
院
百
首
、
春
)
。
@

制
御
室
五
十
首
山
内
「
あ
ら
玉
の
と
し
も
か
は
ら
ぬ
故
郷
の
雪
の
内
に

も
春
は
来
に
け
り
」
(
春
、
家
隆
)
。

O
は
つ
こ
ゑ
八
代
集
九

例。

O
う
ち
は
ぷ
き
八
代
集
二
例
。
①
l
古
今
即
「
さ
月
ま
つ

山
郭
公
う
ち
は
ぷ
き
今
も
な
か
な
む
こ
ぞ
の
ふ
る
ひ
念
」
(
夏
、
よ

み
人
し
ら
ず
。
「
参
考
」
(
全
敵
集
)
)
。
@
引
兼
好

m
「
き
く
か
ら

に
春
ぞ
の
ど
け
き
う
ち
は
ぶ
き
み
や
こ
に
い
づ
る
婚
の
ご
念
」

(
「
・
:
、
初
聞
鷺
と
・
:
」
)
。

O
あ
さ
け
八
代
集
五
例
。

O
あ

さ
け
の
そ
ら
に
⑤
糾
南
朝
五
百
番
歌
合
引
「
水
ぐ
き
の
岡
の
や
か

『

，

白

星

J

た
も
・
少
・
砂
時
雨
れ
あ
さ
け
の
空
に
冬
は
合
に
け
り
」
(
冬
て
女
房
)
。

O
き
ゐ
る
八
代
集
三
例
・
す
べ
て
三
代
集
、
初
出
は
古
今
5
(
後

。。

述)。

O
き
ゐ
る
う
ぐ
ひ
す

ω前
出
。
①
l
古
今
5

「
梅
が
え

司
品

に
き
ゐ
る
う
ぐ
ひ
す
は
る
か
け
て
な
け
ど
も
い
ま
だ
雪
は
ふ
り
つ

つ
」
(
春
上
、
よ
み
人
し
ら
ず
。
「
参
考
」
(
全
歌
集
)
)
。
⑤
卸
四
季

恋
三
首
歌
合
4
「
梅
枝
川
h

き
ゐ
る
鷺
争
毎
に
花
の
匂
ひ
を
あ
か
ぬ
骨

治
初
度
百
首
加
)
、
腰
句
が
同
じ
③

m同
制
「
山
里
は
谷
の
常
ア
ム
ザ

は
ぷ
守
雪
よ
り
い
づ
る
こ
ぞ
の
ふ
る
D
L
h
」
(
千
五
百
番
百
首
、
春
。

①
日
続
千
載
日
。
⑤
附
千
五
百
番
歌
合
剛
)
が
あ
る
。
②
凶
夫
木
川
、

春
二
、
鴛
「
家
集
、
初
聞
鴛
」
同
〔
H
前
中
納
言
定
家
卿
〕
。

六
家
抄

m
「
鴛
の
き
ゐ
る
き
な
く
な
ど
有
は
来
所
は
い
づ
こ
と
な
け

れ
ど
も
よ
み
な
ら
は
し
た
る
也
。
う
ち
は
ぷ
き
は
羽
を
ひ
ろ
ぐ
る

也。」

霞
中
梅

4

-

2

 

ω
と
ひ
こ
か
し
た
ち
え
は
む
め
の
見
え
ず
と
も
/
に
ほ
ひ
を
こ
め

司
晶

て
た
っ
か
す
み
か
は

-66-

〔
訳
〕
や
っ
て
来
よ
(
君
)
、
立
枝
の
梅
は
見
え
な
く
て
も
、
匂
い

を
込
め
て
立
つ
霞
で
あ
ろ
う
か
、
イ
ヤ
そ
う
で
は
な
い
。

す
る
」
(
春
)
。

〔
語
注
〕

O
霞

中

梅

(

題

)

八

代

集
五
例
、
初
出
は
千
載
日
、
あ
と
す
べ
て
新
古
今
。
西
行
の
①
8
新

組
『

古
今
日
「
と
め
ご
か
レ
骨
さ
か
り
な
る
我
が
や
ど
を
:
・
」
も
あ
る
。

O
た
ち
え
八
代
集
七
例
。
式
子
刊
・
一
例
(
⑤
幻
三
百
六
十
番

今‘d

歌
合
却
)
。

O
見

え

ず

と

も

①
1
古
今
別
「
花
の
色
は
が
や
か

、

、

4
h寛
v

.• 

，
 

に
こ
め
て
見
せ
ず
と
も
か
を
だ
に
ぬ
す
め
春
の
山
か
ぜ
」
(
春
下
、

よ
し
み
ね
の
む
ね
さ
だ
。
⑤
5
寛
平
御
時
中
宮
歌
合

6
)
。
①
l
古

今
知
「
花
の
色
は
雪
に
ま
じ
り
て
見
え
ず
と
も
・
:
」
(
小
野
た
か
む

こ
の
歌
の
み
。

O
と
ひ
恒
」

マ
新
年
、
初
声
を
響
か
せ
、
羽
ば
た
き
を
し
て
、
待
望
の
鴛
が
朝
明

の
空
に
や
っ
て
き
た
と
歓
ぶ
。
閉
じ
定
家
に
、
共
に
円
熟
期
の
、
初

め
と
終
り
が
同
一
な
③

m拾
遺
愚
草
知
「

b
hゲ
E
mり
争
砂
・
以
れ
る
を

ま
ち
け
ら
し
け
ふ
谷
の
戸
を
い
づ
る
鷺
」
(
正
治
μ
:
、
春
。
@
引
正



五

リ

、

ら
)
。
②
3
新
撰
和
歌
口
「
梅
の
は
な
雪
に
ま
じ
り
て
み
え
ず
と
も

か
を
だ
に

U
除
付
人
の
し
る
べ
く
」
(
第
一
己
。
③
川
林
葉
切
「
杉

の
は
は
骨
に
ひ
砂
で
見
え
ず
と
も
祈
る
し
る
し
は
い
な
り
か
く
れ

し
」
(
春
「
稲
荷
詣
問
」
)
。

O
た

っ

か

す

み

②

4
古
今
六
帖
悩

「
た
ま
き
は
る
わ
が
や
ど
の
う
へ
に
た
っ
か
す
み
・
:
」
。

〔
本
歌
〕
①
3
拾
遣
問
「
わ
が
や
ど
の
伶
砂

b
か
た
や
骨
た
つ
ら
ん

思
ひ
の
外
に
君
が
か
』
ま
せ
る
」
(
春
、
平
兼
盛
。
「
本
歌
」
(
全

し
が
つ
の
汀
あ
ら
た
め
て
:
・
」
。
⑤
附
三
井
寺
新
羅
社
歌
合
判
「
夜

も
す
が
ら
し
が
つ
の
浦
に
よ
る
玉
や
:
・
」
(
智
遁
)
。
⑤
附
同
“
「
:
・

し
が
つ
の
沖
に
雪
ぞ
き
え
せ
ぬ
」
(
智
経
)
。

O
す

む

さ

と

①

3
拾
遺
加
「
あ
か
ず
し
て
わ
か
れ
し
人
の
す
む
さ
と
は
・
:
」
(
よ
み

l

l

h

U

、

人
し
ら
ず
)
。

O
う
ぐ
ひ
す
さ
そ
ふ
③
山
拾
玉

ω
「
花
と
竹
と

司

4

つ
づ
く
梢
の
山
岳
に
鷺
さ
そ
ふ
春
の
や
ま
か
ぜ
」
(
春
)
。
③
悦
壬

。。
二
仰
「
古
郷
は
梅
も
さ
く
ら
も
散
り
は
て
て
鴛
さ
そ
ふ
款
冬
の
恐
」

(
春
)
。
④

M
洞
院
摂
政
家
百
首
解
加
「
ち
り
は
つ
る
拾
だ
に
つ
ら

き
古
舶
に
う
ぐ
ひ
す
さ
そ
ひ
春
も
い
ぬ
め
り
」
(
(
暮
春
)
(
家
隆
)
)
。

①

l

古

今

け

「

舟

ゆ

か

を

風

の

た

歌
集
)

マ
本
歌
を
ふ
ま
え
て
、
君
よ
、
思
い
の
外
に
訪
れ
て
来
よ
、
我
が
宿

の
立
枝
は
梅
が
見
え
て
も
見
え
な
く
て
も
、
匂
い
を
封
じ
込
め
て
立

つ
霞
で
あ
ろ
う
か
、
イ
ヤ
そ
う
で
は
な
い
の
だ
か
ら

i
と
歌
う
。

〔
本
歌
〕

マ

ジ

S
E
+
-
e
、
、
、
、
、
、
、
す
【
R
M
-
州
】

よ
り
に
た
ぐ
へ
て
ぞ
鴛
さ
そ
ふ
し
る
べ
に
は
や
る
」
(
春

上
、
紀
と
も
の
り
。
「
本
歌
」
(
全
歌
集
)
。
②
2
新
懐
万
葉

.

，

泊

『

H
。
②
3
新
撰
和
歌
目
。
②
4
古
今
六
帖
却
、
岡
山
肌
、
岡
山
m
。

，守

.

a

『

②
8
新
模
朗
詠

ω。
③
日
友
則
2
。
⑤

4
寛
平
御
時
后
宮
歌

合
1
。
⑤
抑
締
語
抄
初
)

マ
初
句
切
、
倒
置
。
本
歌
を
も
と
に
、
梅
の
香
を
風
の
便
り
と
し
て

伴
い
、
鴛
を
誘
う
梅
の
花
の
し
る
べ
と
し
て
放
っ
て
、
志
賀
津
の
海

人
の
住
む
里
を
今
日
訪
れ
る
と
歌
う
。
②
凶
夫
木
市
、
春
三
、
梅
「
家

集
、
湖
辺
梅
を
」
同
〔
H
前
中
納
言
定
家
卿
〕
。

7
3
f
e
a
-
-
w
q

島

章

全
歌
集
「
参
考
」
・
万
葉
お
お
「
楽
浪
の
志
賀
滑
か
海
人
は
我
れ
な

湖
遁
梅
花

p

、J
弓

Jnυ 司&
ふ
花
の
し
る
べ
に

け
ふ
ぞ
と
ふ
し
が
つ
の
あ
ま
の
す
む
さ
と
を
/
う
ぐ
ひ
す
さ
そ

〔
訳
〕
今
日
訪
れ
る
こ
と
よ
、
志
賀
津
の
海
人
が
住
む
里
を
、
鷺
を

い
ざ
な
う
花
の
し
る
べ
と
し
て
。

〔
語
注
〕

O
湖
遁
梅
花
(
題

)

O

し
が
っ

時

代
集
に
な
い
。
万
葉
川
「
楽
浪
の
志
賀
津
の
子
ら
が
能
り
道
の
:
・
」
。

③
山
林
葉
似
「
・
:
し
が
つ
の
浦
に
雪
ぞ
降
り
し
く
」
。
③
川
頼
政
初

組
斗

「
・
:
し
が
つ
の
捕
は
山
の
は
ち
か
し
」
。
③
凶
壬
ニ
引
「
氷
り
ゆ
く

1

1

司，
e

こ
の
歌
の
み
。

J¥. 
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h
F
4
 

し
に
潜
き
は
な
せ
そ
波
立
た
ず
と
も
」
(
巻
第
七
)

の
う
た
た
ね
」
(
光
資
)
。

〔
語
注
〕

O
旅
宿
早
春
(
題
)

に
①
l
古
今
例
「
か
す
が
の
の
ゆ
き
ま
を
わ
け
で
お
ひ
い
で
く
る

草
の
は
つ
か
に
見
え
し
き
み
は
も
」
(
恋
一
、
み
ぶ
の
た
だ
み
ね
。

「
参
考
」
(
全
歌
集
)
)
。

O
は
つ
か
に

(
上
下
に
か
か
る
)
。

こ
の
歌
の
み
。

O
草
の
は
つ
か

5

1

、
白
、
、
む
す
び
可
や
【
古
廷
を

L-z

〔
本
歌
〕
⑤
忙
伊
勢
物
語
日
「
枕
と
て
草
ひ
き
結
ぶ
こ
と
も
せ
じ
秋

の
夜
と
だ
に
た
の
ま
れ
な
く
に
」
(
第
八
十
三
段
、
馬
頭
。
「
本

a
a
y
 

敵
」
(
全
歌
集
)
。
①

9
新
勅
撰
別
。
②

4
古
今
六
帖

m。
同

司
品M
。
③

6
業
平
引
)

句

3

マ
本
歌
の
伊
勢
物
語
世
界
を
ふ
ま
え
、
枕
と
し
て
、
引
き
結
ぶ
こ
と

は
す
ま
い
と
い
っ
た
草
は
、
早
春
と
て
ま
だ
わ
ず
か
で
、
わ
ず
か
に

草
枕
を
結
ぶ
が
、
春
の
転
寝
は
、
夢
も
草
同
様
、
秋
夜
の
よ
う
に
頼

み
と
出
来
な
く
て
短
い
と
歌
う
。
全
歌
集
は
「
・
:
、
夜
は
明
け
て
し

ま
っ
た
。
」
と
添
え
る
。

六
家
抄

m
「
右
、
ま
く
ら
と
て
草
引
結
ぶ
に
て
よ
め
る
。
本
膏
の
心

秋
の
夜
な
ら
ば
長
き
ほ
ど
に
た
の
み
も
せ
ん
が
、
春
の
夜
は
中
/
¥
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旅
宿
早
審

2036 
る
の
フ
た
lI. 

ね

枕
と
し
て
草
の
は
つ
か
に
む
す
べ
ど
も
/
ゆ
め
も
み
じ
か
き
は

〔
訳
〕
枕
と
し
て
草
は
わ
ず
か
で
、
わ
ず
か
に
(
草
枕
を
)
結
ぶ
の

だ
が
、
夢
も
ま
た
短
い
春
の
転
寝
で
あ
る
こ
と
よ
。

八
代
集
十
三
例
。
両
義

①

3
拾
遺
制
「
・
:
む
す

ベ
ど
も
猶
あ
わ
に
見
ゆ
ら
ん
」
(
貫
之
)
。
@
川
一
教
長
側
「
あ
ふ
こ

と
は
や
-F
砂
合
や
hv
に
む
す
べ
ど
も
つ
ゆ
も
あ
だ
に
は
お
も
は
ざ
ら

な
む
」
(
恋
「
旅
宿
遇
恋
」
)
。
⑤

η
関
白
殿
蔵
人
所
歎
合
お
「
払
平
安

や
か
っ
ゅ
う
ち
は
ら
ひ
む
す
べ
ど
も
い
も
こ
ひ
し
さ
に
ぬ
れ
ま
さ
る

か
な
」
。

O
み
じ
か
き
こ
れ
の
み
八
代
集
十
例
、
他
「
短
夜
」

八
代
集
三
例
。

O
は
る
の
う
た
与
ね
③

m拾
遺
愚
草
仰
「
・
:
苔

に
や
ど
か
る
春
の
う
た
た
ね
」
(
花
月
百
首
)
。
@
l
式
子
加
「
:
・

し
づ
こ
こ
ろ
な
き
春
の
う
た
た
ね
」
(
①
日
続
古
今
問
。
@
引
正
治

初
度
百
首
別
)
。
⑤
制
南
朝
五
百
番
歌
合
特
「
:
・
手
ま
く
ら
匂
ふ
春

O
む
す
べ
ど
も

み
じ
か
き
ほ
ど
に
枕
も
せ
ぬ
と
也
。
」

〔
類
歌
〕
①
問
一
続
後
標
的
側
「
合
や
か
と
で
か
や
必
ば
か
り
ぞ
あ
や

め
帝
む
ぬ
に
あ
け
ぬ
る
夏
の
夜
な
れ
ば
」
(
雑
上
、
藤
原
孝
継
)

zJ

、

④
日
明
日
香
井
節
「
た
れ
と
か
は
か
り
の
な
ら
ひ
の
ま
く
ら
と
て
く

か
』
ひ
き
か
U

十
必
の
ペ
に
か
も
な
ん
」

⑤

m和
歌
用
意
条
々
却
「
拾
い
ι
で
あ
ま
た
は
む
ず
な
あ
や
め
普
か
り

に
ぞ
結
必
た
だ
一
夜
の
み
」
(
九
条
二
品
(
行
家
)
)



守
，
句

Jnu 

司
品

は
春
風
の
ふ
く

@
 

三
宮
よ
り
十
五
首
寄
め
さ
れ
し
春
寄
中

あ
す
か
ゾ
は
と
お
c
む
め
が
え
に
ほ
ふ
夜
は
/
い
た
づ
ら
に
や

「
紙
吹
の
」
。
「
本
歌
」
(
全
歌
集
、
新
大
系
・
百
番

6
)
。
①

H
続
古
今
別
鮒
(
田
原
天
皇
〉
)

マ
万
葉
歌
を
ふ
ま
え
て
、
無
常
の
飛
鳥
川
の
周
辺
の
、
都
の
は
る
か

彼
方
の
梅
の
枝
に
香
り
の
す
る
夜
は
、
む
な
し
く
采
女
の
袖
を
吹
き

返
す
春
風
が
吹
く
の
か
、
イ
ヤ
そ
う
で
は
な
く
梅
香
を
運
ぶ
と
歌
う
。

ro 

ま
た
閉
じ
定
家
に
、
③

m拾
遺
愚
草
加
「
た
を
や
め
の
袖
か
も
み
ぢ

か
勧
す
が
勘
い
た
φ
b
b
h
u
ゃ
霧
の
を
ち
か
た
」
(
院
五
十
首
「
秋
」
)

が
あ
る
。
②
凶
夫
木
初
、
春
三
、
梅
「
六
条
親
王
家
叶
首
」
同

τ

4

0

1

2

 

前
中
納
言
定
家
卿
〕
。
⑤
l
定
家
鯛
百
番
自
歌
合
6
、
右
、
三
宮
五

司

4

〔
駅
〕
飛
鳥
川
、
(
付
近
の
)
速
い
梅
の
枝
に
香
が
す
る
夜
は
、
む

な
し
く
春
風
が
吹
く
の
で
あ
ろ
う
か
、
イ
ヤ
そ
う
で
は
な
い
(
、
梅

の
香
を
川
辺
の
里
に
運
ん
で
く
る
)
。

J

l

 

高
倉
天
皇
の
第
三
皇
子
惟
明
親
王
(
げ
1
2
)
。

F
F

・-
z

J

句

3

式
子
と
の
歌
の
贈
答
で
知
ら
れ
る
(
①
8
新
古
今
町
、
問
、
同
u
n
u
m
、

ζ

U
必
『

問
問
。
詳
し
く
は
『
式
子
内
親
王
全
歌
注
釈
』

mと
川
、

mと
m
y

a
a
y
 

O
あ

す

か

ゾ

は

①
1
古
今
認
「
た
っ
た
河
も
み
ぢ
ぱ
流
る
神
な

び
の
・
:
」
(
「
又
は
、
あ
す
か
が
は
・
:
」
)
や
、
有
名
な
①
l
問
問
「
世

中
は
な
に
か
つ
ね
な
る
あ
す
か
が
は
・
:
」
(
読
人
し
ら
ず
)
。

O

に
ほ
ふ
夜
は
③
問
拾
遺
愚
草
員
外
行
「
に
ほ
ふ
夜
は
さ
ら
に
物
こ

そ
か
な
し
け
れ
除
さ
く
春
と
人
や
た
の
め
し
」
。
@
"
延
文
百
首
叩

「
恥
怖
が
か
は
閤
に
も
り
き
て
手
枕
の
す
き
ま
の
が
ぜ
も
匂
ふ
よ
は
か

な
」
(
春
「
梅
」
覚
誉
)
。

O
夜
は
「
夜
半
」
で
は
な
か
ろ
う
。

O
春
風
の
ふ
く
⑤
郎
通
親
亭
影
供
歌
合
6

「
ち
り
ぬ
れ
ば

U
除

ひ
ば
か
り
を
惜
の
花
あ
り
と
や
袖
に
春
風
の
ふ
く
」
(
「
梅
香
留
袖
」

有
家
。
①
8
新
古
今
幻
。
⑤

m桐
火
桶
附
)
。

t
t争
時

Rmv

〔
本
歌
〕
万
葉
引
「
采
女
の
袖
吹
き
か
へ
す
明
日
香
風
都
を
逮
み
い

た
づ
か

U
於
人
V

」
(
巻
第
て
志
貴
皇
子
、
初
句
②
l
万
葉
引

〔
語
注
〕

O
三
宮

十
首
、
無
判
。

摘
抄

M

「
春
は
千
草
万
木
の
気
皆
か
う
ぱ
し
き
も
の
也
。
其
中
に
も
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梅
は
こ
と
な
り
。
春
の
夜
は
何
と
な
く
心
あ
く
が
れ
て
い
ね
が
て
な

る
暁
が
た
、
そ
こ
と
も
し
ら
ぬ
梅
の
匂
ひ
を
さ
そ
ひ
き
た
る
風
に
よ

り
て
、
本
歌
を
お
も
ひ
よ
れ
る
軟
な
り
。
・
:
」

全
歌
集
「
こ
の
十
五
首
は
建
暦
元
年
(
一
二
一
二
)
五
月
|
建
保

年
(
=
二
四
)
二
月
一
一
日
の
聞
の
詠
か
。
親
王
・
家
隆
の
作
が

知
ら
れ
る
。
」
、
「
家
隆
は
こ
の
十
五
首
で
「
な
さ
け
あ
る
・
:
〔
私
注

Z

6

 

|
③
明
壬
二

ω
「
情
あ
る
こ
の
ご
ろ
の
よ
の
数
に
入
り
て
う
き
身
の

令‘d

は
て
も
人
や
忍
ば
ん
」
{
雑
「
三
宮
十
五
首
会
に
、
雑
歌
」
)
〕
と
詠

ん
で
い
る
が
、
こ
れ
は
建
暦
二
年
(
一
二
一
二
)
五
月
五
日
に
昇
殿

を
聴
さ
れ
た
喜
び
を
飽
め
る
か
。

一
方
、
定
家
の
本
十
五
首
に
見
ら



れ
る
述
懐
は
、
こ
れ
が
建
保
二
年
(
一
二
一
四
)
二
月
十
一
日
の
任

参
議
以
前
の
詠
で
あ
る
こ
と
を
暗
示
す
る
か
。
」

ζ
u
o
o

、

〔
類
歌
〕
①
9
新
勅
撰

ωω
「
む
め
が
か
の
た
が
さ
と
わ
か
ず
に
除

hv
膏
昨
ぬ
し
さ
だ
ま
ら
ぬ
ゆ
か
か
号
ぞ
訟
や
」
(
雑
て
行
念
)

(
能
谷
大
学
仏
教
文
化
研
究
所
客
員
研
究
員
)
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